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  芸術文化振興基金  

平成１６年度助成対象活動の決定について  
（映画の製作活動：第２回募集分）  

 
 

平成１６年１０月１日 
                         独立行政法人  

日 本 芸 術 文 化 振 興 会 
 
 

 独立行政法人日本芸術文化振興会（理事長 津田和明）では、芸術文化振興基金による

平成１６年度の助成対象活動（映画の製作活動：第 2 回募集分）を決定した。  
 芸術文化振興基金は、基金として政府から出資された５３０億円と民間からの出えん金

１１２億円の計６４２億円を原資として、その運用益によって、芸術家及び芸術文化団体

が行う芸術の創造、普及を図るための活動や地域の文化活動などを支援することを目的と

している。  
 本年度は、平成１６年７月２６日から募集を開始し、平成１６年７月３０日に応募を締

め切ったところ、応募件数は４４件となった。  
 これら応募活動について、助成金の交付を適正に行うため、芸術文化に関し広くかつ高

い識見を有する委員１４名で構成する運営委員会（委員長 川口幹夫）に諮り、そのもと

に置かれた部会及び専門委員会において精力的かつ慎重な審査が行われた。  
 審査の結果、採択件数は１２件、助成金交付予定額は１億３，７５０万円となった。  
  
 
 
 
 
 
 
 



　 （単位：件、千円）

応募件数 採択件数 助成金交付予定額

劇映画 28 7 110,000

記録映画 14 4 25,000

アニメーション映画 2 1 2,500

44 12 137,500

（単位：千円）

助成金交付予定額

20,000

20,000

20,000

20,000

10,000

10,000

10,000

記録映画　第２回募集分（合計４件・25,000千円） （単位：千円）

助成金交付予定額

7,500

7,500

5,000

5,000

アニメーション映画　第２回募集分（合計１件・2,500千円） （単位：千円）

助成金交付予定額

2,500（ａ　ｈａｒｄ　ｄａｙ　ｏｆ）Ｍｒ．Ｃａｌｐａｃｃｉｏ

○採択状況

助成対象活動名

箏の物語

ベアテの贈りもの

病む人なき未来へ　-大豆が救うアボリジニの生活習慣病-

有限会社うるまでるびプロダクション

岩波映像株式会社

助成対象活動名

近松門左衛門原作　俊寛

寝ずの番

イッツ・オンリー・トーク

株式会社  日本映画新社

株式会社  プロダクション１３５

助成対象団体名

東京ゾンビ

亀は意外と速く泳ぐ

狼少女

青空のゆくえ

心の杖として鏡として～精神病院の表現者たち～（仮題）

助成対象活動名

有限会社  栗崎事務所

株式会社　光和インターナショナル

有限会社　ステューディオスリー

合資会社　池田プロダクション

助成対象団体名

株式会社　デジタル・フロンティア

株式会社　ウィルコ

オメガ・プロジェクト株式会社

ムービーアイエンタテインメント株式会社

助成対象団体名

平成１６年度助成対象活動の決定について

〔映画の製作活動〕（第２回募集分）

（映画の製作活動：第２回募集分）

○採択活動一覧

劇映画　第２回募集分（合計７件・110,000千円）

助成対象分野

合　　計



〔参考〕 
 

平成１６年度助成対象活動の専門委員会の審査方法等について 

 

助成金の交付対象となる活動について，芸術文化振興基金運営委員会より，審査を

付託された各専門委員会は，「芸術文化振興基金助成金交付の基本方針」及び募集案

内で定める趣旨・要件等を踏まえ専門的見地から調査審議を行うため，以下のとおり

審査の方法等について決定し，調査審議を行ったところである。 

 
１ 各専門委員は，芸術文化団体等から提出のあった助成金交付要望書について，それ

ぞれの分野に係る下記の「評価の要素」及び「評価の区分」をもとにして事前審査を

行う。 
 
２ 専門委員会における審査は，各専門委員の事前審査の結果をもとに，下記の「評価

の要素」に着目し，これらを総合的に検討の上，「採択」又は「不採択」のいずれか

の評定を行う。 
 

記 
 
映画の製作活動（劇映画・記録映画・アニメーション映画の各専門委員会） 
（１）評価の要素 

ア 活動の目的及び内容が優れていること 
イ 活動内容が具体的であること 
ウ 活動が社会的に開かれたものであること 
エ 将来の発展性が認められること 
オ 予算積算等が適切であること 
カ 活動内容が当該団体等の過去の実績等から推測して実現可能であること 
キ 芸術団体の運営及び経理が適正であること 
ク 助成の緊要度が高い活動であること 

（２）評価の区分 
評価区分 内  容 

Ａ 是非とも助成すべきである 
Ｂ 助成しても差し支えない 
Ｃ 助成の必要性が乏しい 

 



映像芸術部会（５名）

（部会長）

　原　田　健　一

◎主査
○主査代理

※　その他の委員については、４月に公表済。

山　根　貞　男
黒　井　和　男
山　本　克　己
おかだ　えみこ

○石　上　三登志
◎おかだ　えみこ
　杉　山　　　卓
　鈴　木　伸　一
　三　留　まゆみ

　大　竹　洋　子

　西　村　雄一郎
　寺　本　直　未

　村　山　匡一郎
◎山　本　克　己
○渡　部　　　実

　田　中　千世子
　野　島　孝　一
　野　村　正　昭
　萩　尾　　　瞳

◎黒　井　和　男
○白　鳥　あかね
　新　藤　次　郎

芸術文化振興基金運営委員会委員名簿

【専門委員会】

劇映画専門委員会（７名） 記録映画専門委員会（７名） アニメーション映画専門委員会（５名）

【部　　　会】

品　田　雄　吉




